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第一 修士課程（研究者養成コース） 

〔教育目標〕 

修士課程（研究者養成コース）は、法学政治学の分野について、広い視野に立った学識を

修めるとともに、みずから課題を定めて研究を行い、その研究成果を論文にまとめる能力を

培うことを主な目的とする。 

 

〔学位の授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）〕 

１. 所定の年限在学し、研究指導を受け、本研究科が教育と研究の理念及び目的に沿って設

定した科目を履修して、所定の単位を修得し、かつ、修士論文を提出して、所定の試験に

合格することが、課程修了の要件である。 

２. 修士課程（研究者養成コース）の修了は、学位論文が当該分野における学術的意義、新

規性、創造性及び論理的整合性等を有しているかどうか、並びに学位申請者が幅広く深い

学識を備え、専攻分野における研究能力及び知識、高度な専門性を必要とする職業を担う

ための優れた能力及び知識を身につけているかどうかをもとに認定する。 

３. 研究を進展させる際に、高い倫理性と強固な責任感をもって、自らの研究が人や自然と

の調和ある共存にかなっているものであるかを検証できていたかどうかも、課程修了の

際に考慮されるべき重要な点である。 

 

〔教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）〕 

１.学士課程における学修の成果を発展させて、幅広く深い学識を涵養するとともに、本学

の多様かつ高度な学術的研究を背景とした基盤的、先端的な専門知識を修得させ、専攻分

野における卓越した研究能力と、高度の専門性を必要とする職業を担う能力を育てるこ

とができるよう、教育課程を編成し実施する。 

２. 教育課程の実施にあたり、研究の深化を図るとともに、強い責任感と高い倫理性とをも

ってその研究を見つめ、それが人や自然との調和ある共存という目的にかなっているか

どうかを絶えず批判的に吟味する力を育てるよう留意する。
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〔入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）〕 

本研究科修士課程（研究者養成コース）は、法学政治学の分野について、広い視野に

立った学識を修めるとともに、みずから課題を定めて研究を行い、その研究成果を論文

にまとめる能力を培うことを主な目的とする。 
その目的に沿って編成された教育課程を修了し、将来、国際通用性を備え、高い倫理

性と強固な責任感を持った研究者・教育者、及び高度専門職業人となりうる人材を受け

入れるために、法学政治学に関する専門的な学識や外国語文献の読解能力を問う筆答試

験、研究者としての資質を直接に確認するための口述試験等を組み合わせた総合的な方

法により選抜を行う。また、外国人特別選抜を実施して留学生を積極的に受け入れる。 

 

第二 博士後期課程 

〔教育目標〕  

博士後期課程は、法学政治学の分野について、みずからの研究計画に基づいて博士論文を

完成させるとともに、原理的問題と現代社会への関心を兼ね備えた国際的発信力ある人材

となるための高度の研究能力を涵養することを主な目的とする。 

 

〔学位の授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）〕 

１.所定の年限在学し、研究指導を受け、本研究科が教育と研究の理念及び目的に沿って設

定した科目を履修して、所定の単位を修得し、かつ、博士論文を提出して、所定の試験に

合格することが、課程修了の要件である。 

２. 博士後期課程の修了は、学位論文が当該分野における高度の学術的意義、新規性、創造

性及び論理的整合性等を有しているかどうか、並びに学位申請者が研究者として自立し

て研究活動を行い、又は高度の専門性が求められる社会の多様な方面で活躍するに足る

高度の研究能力とその基礎となる豊かな学識を身につけているかどうかをもとに認定す

る。 

３. 研究を進展させる際に、高い倫理性と強固な責任感をもって、自らの研究が人や自然と

の調和ある共存にかなっているものであるかを検証できていたかどうかも、課程修了の

際に考慮されるべき重要な点である。 

４. 上記２.及び３.の基準を満たすのみならず、学界の発展に資するところが大きく、特に

優れた研究であると判断される場合には、その旨を示して表彰する。 

 

〔教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）〕 

１. 本学の多様かつ高度な学術的研究を背景とした基盤的、先端的な専門知識を修得させ、

国際的に活躍できる自立した研究者を養成するとともに、各専門分野において職業的に

必要とされる高度に専門的な知識と技術、並びにそれらを統合する能力を備えた、指導的

な高度専門職業人を養成するよう、教育課程を編成し実施する。
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２. 教育課程の実施にあたり、つぎに掲げることに留意する。 

（１）自己の研究を各専門分野において的確に位置づけ、その成果と意義を真に国際的な水

準で議論し、研究面での協力体制を構築できる能力を育てる。 

（２）学生が、深い学識と卓越した研究能力を基礎として、幅広い視野から自己の研究を位

置づけ、「知の体系」を構築できるよう、関連分野に関する幅広い学習が可能となる教育

課程を整備し、既成の専門分野にとらわれず、常に進取の精神をもって未踏の分野に挑戦

する「知の創造」を目指す素地を形成する。 

（３）研究の深化を図るとともに、強い責任感と高い倫理性をもってその研究を見つめ、そ

れが人や自然との調和ある共存という目的にかなっているかどうかを絶えず批判的に吟

味する力を育てる。 

 

〔入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）〕 

本研究科博士後期課程は、法学政治学の分野について、みずからの研究計画に基づいて博

士論文を完成させるとともに、原理的問題と現代社会への関心を兼ね備えた国際的発信力

のある人材となるための高度の研究能力を涵養することを主な目的とする。 
その目的に沿って編成された教育課程を修了し、将来、国際通用性を備え、高い倫理性と

強固な責任感を持った研究者・教育者、及び指導的な高度専門職業人となりうる人材を受け

入れるために、法学政治学に関して高度の研究を遂行するにふさわしい豊かな素養と能力

を備えた者を選抜する。また、外国人特別選抜を実施して留学生を、さらに、社会人特別選

考を実施して法学・政治学に関連のある高度専門職の実務経験を有する者を、積極的に受け

入れる。 
 


